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                                202４年７月９日 

株 主 各 位 

                            

                         味の素株式会社               

 

 

第 146 回定時株主総会 事前質問に対するご説明 

 
拝啓 株主の皆様には、平素よりご支援お引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 
当社第 146 回定時株主総会におきまして、事前質問をお寄せいただき有難うございました。 

インターネットを通じてお寄せいただいた質問のうち、本総会においてご説明申し上げたものを含め、
株主総会の目的事項に沿った主要なご質問について以下のとおりご紹介させていただきます（注：
本資料は、掲載日現在におけるご説明となり、今後様々な要因により、異なる内容となる可能性がご
ざいます）。 
株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援のほど、お願い申し上げます。  

 

Q1. オーガニック成長率の目標値達成に向けた打ち手について 

2023 年度実績のオーガニック成長率は、調味料・食品は 2022-2025 年度計画を上回ってい

ましたが、市場の在庫調整の影響を受けたヘルスケア等で大きく乖離し、全体も下回りました。今後

は、調味料・食品・冷凍食品の着実な成長とヘルスケアの回復によりオーガニック成長率の改善を見

込んでおります。 

具体的には、調味料・食品は、価値に見合った価格設定、広告投資によるブランド力の強化とシェ

ア上昇、海外調味料や生活者の特定ニーズに応えていく新製品の投入による新領域開拓等により、

成長を図ります。ヘルスケアは、2023 年度は短期的調整局面となりましたが、中長期の成長ストー

リーは変わりません。2023 年度第４四半期から電子材料などのファンクショナルマテリアルズなど

は市場の回復の兆しがみられ、PC 向けの回復、生成 AI 向けの継続した需要拡大、汎用サーバー向

けの緩やかな復調を見込んでおります。これらにより、2025 年度のオーガニック成長率目標達成を

見込んでおります。 

 

Q２. 株式分割の予定について 

現時点において決定している事項はございません。 

当社は、投資単位の引下げは、少額での投資を可能にすることでより多くの投資家の市場参加を

促し、株式の流動性を増す効果があると認識しております。 

株式分割の実施につきましては、株価水準や株主数の推移、株式の需給関係、実施に伴うコスト等

の諸事情を見極めたうえで実施するか否か等の判断をすべく、引き続き検討を続けてまいります。 

 

Q３. 2030 ロードマップにおける M&A 予算規模の考え方について 

当社は、事業戦略と連動した資本戦略により、企業価値最大化を目指すキャッシュ・アロケーション

方針を採用しています。2023-2030 年度の累積営業キャッシュフローを原資として、将来の成長
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のための投資と株主還元を計画しており、原資と配分のバランスを総合的に勘案したうえで、M&A

予算を 3,000 億円規模にしております。当社としては 2030 年度の目標達成に向けて十分な水準

と考えております。 

 

Q４. 株主還元に関する考え方について 

株主還元については、累進配当政策およびノーマライズド EPS に基づく配当の実施を基本方針と

しております。また、機動的積極的に自己株式の取得を行い、総還元性向は 50%以上を維持してい

ます。 

「累進配当政策」は、減配せず、増配または配当維持の方針を示しております。併せて、減損損失の

計上等、非定常的な利益変動の影響を受けにくい事業利益をベースとする「ノーマライズド EPS に

基づく配当」（注）を当社の標準的な配当計算方法として位置付けています。事業利益を着実に増加

させることで、今後も更なる増配を図ります。これを踏まえ、2024 年度の株主配当につきましては、

2023 年度より年間で 6 円増額となる、1 株当たり年間 80 円（うち中間配当金 40 円）を予定して

おります。 

（注）ノーマライズド EPS に基づく配当＝（事業利益×（1－味の素グループ標準税率 27％））÷発

行済株式総数×還元係数 35％ 

また、事業環境、金融環境、資本効率、株価水準等を勘案し、機動的積極的に自己株式取得を実施

し、EPS の向上につなげてまいります。2023 年度は合計 900 億円の自己株式取得を実施しまし

たが、2024 年度も既に 500 億円の自己株式取得を発表し、現在買付中です。 

これらを踏まえ、3 か年の総還元性向は 50％以上（対親会社の所有者に帰属する当期利益）を継

続しております。 

 

Q５. 株主優待制度の充実について 

当社では、株主の皆様に、当社グループの製品やサービスをより一層ご理解いただくこと、また、

より多く、より長く当社株式を保有していただくことを目的に、株主優待の充実に努めています。 

2023 年度は、新たに WEB 限定の優待申込品や、料理研究家による料理ショーへ参加いただけ

る体験型優待をご用意しました。2024 年度は、更に、一部対象者向けに冷凍食品の詰め合わせや、

オンラインショップ「味の素ダイレクト」で利用できるクーポンをご用意しております。 

今後も、株主の皆様にとって魅力ある内容の株主優待となるよう、検討を継続してまいります。 

 

以上 


